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CAD/CAMシ ステムとはどういうものか?何ができるのか?そしてこれからどうなつていくのか ?

これらの疑間に対して機械・材料。臨床の観点からお話しさせて頂きます。
すでにCAD/CAMを 導入されている方、またご興味のある方、どなたでもお気軽にご

｀
参カロください。

10:10～ 11:40

『3Dプリンターを活用した
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アドバデンチヤーソフトの可能r性』

アドバデンチャーソフトの発売以来、CADを使用したデンチャーワークは増え3Dプリンターの
活用法もイ余々 に確立されてきている。
そこで今回はデンチヤーソフトと3Dプリンターの基本的なイ吏用説明にカロえ、これまで
メタルフレームの製イ乍を見送っていたクラウンプリッジラボの方でも、新たに義歯専用の設備を
土曽やす事も最」ヽ限で上ヒ較自勺簡単にメタルフレームを製作できる方法を紹介したい。

12:45～ 14:15

『ジルコエアフレームを用:いた
インプラント上部構造の優位性と課題』

デンタルデジタルテクノロジーの急速な進化によりCAD/CAMカロエマテリアルとして
ジルコニアセラミックは広く臨床に応用されるようになつた。ジル]エア材質特1生と|ノ て審美面、

強度面、加工面で優位′
1生は高く、今や天然歯補綴からインプラント上部構造補綴にまで幅広く

用いられている。

今回はAadvaLabScanをイ吏用してスキャンから設言十をおこなつたジリレコニアフレームによる
スクリュー固定式上部構造症例を工程ごとの注意点と、イニシヤル陶材とラスターペーストを用いて
どのように色調再現しているのかを紹介したい。

14:30～ 16:00

『通信時代を見据えたCAD/CAM活 用法』
歯科のデジタル化が急速に進んでいるのは周知の事実である。

ラボスキヤナ発売当初と比較すると、製作出来る症例領域やマテリアルも拡大しており、
ラボ(ことつてCAD/CAMシ ステムは日常臨床で必要不可欠な機器になっている。
日乍今ではCT撮彩したDicomデ ータと口月空内スキャナを使用したSttLデータを統括させる
ことにより骨‖犬態と最終ネ南綴物のデザインを専用ソフトで確認することができ、

インプラント埋入ポジションを言登定し、サージカルガイドを製作する事が可育旨になつている。
さらに国月空内スキャナを使用したインプラント〔「象も実IER化 してきている。

今後のCAD/CAMシ ステムの展望を踏まえ、その

'舌

用法や最新のマテリアルを糸召介したい。


